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● 現在の研究について 

激しいスポーツによって骨や筋肉などの運動

器を酷使すると，いわゆる「使い過ぎ症候群」が

発生します．例えば，疲労骨折や腱炎がその代表

例と言えます．また，使い過ぎによって生じる運

動器の障害は中高齢者にも発生します．中高齢者

に多い膝の痛みなどは，長年にわたる運動器への

ストレスの蓄積によって生じる「使い過ぎ症候

群」の一つであり，これを予防することは介護予

防においても重要な課題です． 

 「使い過ぎ症候群」を予防するためには，スポ

ーツ動作や日常生活動作によって身体のどこに

どのようなストレスが生じるのかを明らかにし，

そのストレスを減少させる方法を考える必要が

あります．私は現在，三次元動作解析装置や筋電

図といった高性能機器を用いて，動作中に生じる

身体へのストレスの測定や，このストレスを減少

させるための理学療法の効果検証を行っていま

す（図 1）．特に“あしゆび”のトレーニングによ

る「使いすぎ症候群」の予防効果に注目しており，

これまでの研究によって，足裏に存在する足部の

インナーマッスルの強化が重要であることが分

かってきました． 
 
        

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 三次元動作解析装置を用いた歩行分析 

 

● 今後進めていきたい研究について 

臨床現場と研究機関との橋渡しをすることを

心掛けています．今後は足部のインナーマッスル

トレーニングの臨床的普及を目的に，現場レベル

で障害予防効果の検証を行っていきたいと考え

ています． 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

理学療法士および日本スポーツ協会公認アス

レティックトレーナー（JSPO-AT）としての資格・

経験を活かし，地域のスポーツ選手に対するコン

ディショニングサポート活動を行っていきたい

と考えています． 

現在，日本女子サッカーリーグに所属する「ア

ンジュヴィオレ広島」と連携し，スポーツ選手の

身体機能検査やトレーニング指導を行なってい

ます．このようなスポーツ外傷・障害予防を目的

とした取り組みを，今後はより身近な地域へも展

開していきたいと考えています． 

 

 

 

 

 

 

図 2. スポーツ外傷・障害予防の取り組み 

 

● これまでの連携実績 

○山口県体育協会 

理学療法士兼 JSPO-AT として国体に帯同（H26-） 

○アンジュヴィオレ広島 

理学療法士兼 JSPO-AT，研究者として選手のコン

ディショニングサポートを実施（H31-） 


